
 

鹿児島県（姶良・伊佐圏域） 
支援事業に参加した成果 
 
 
 
 
 
 
 
 
支援事業での取組 
 
 
 
 
 
 
 
モデル圏域（姶良・伊佐圏域）における具体的な取組 
 
 
 
 
 
 
 
モデル圏域（姶良・伊佐圏域）における退院支援の状況 
 
 
 
平成３０年度 取組方針 
 

○ ピアサポーターを活用した退院支援事業の実施方法について，経験のある広域ＡＤから具体的にアド

バイスを受けたことにより，突発的に発生した問題が解決するなど，スムーズに事業を進めることが

できた。 
○ 毎月開催した「保健・医療・福祉関係者の協議の場」において，密着ＡＤが相談支援事業所や精神科

病院に対し，協議の場の進め方や体験談発表の手法などについて具体的にアドバイスをすることによ

り，スムーズに事業を進めることができた。 

（研修会の開催） 

Ｈ29. 8. 4 長期入院精神障害者の地域移行推進研修会（姶良保健所）51名参加 

Ｈ30. 2.15 精神障害者地域移行・地域定着推進研修会（県庁）143名参加 

（広域 AD現地支援） 

Ｈ29. 8. 4 長期入院精神障害者の地域移行推進事業 第１回戦略会議（姶良保健所） 

Ｈ30. 2.14 長期入院精神障害者の地域移行推進事業 第２回戦略会議（姶良保健所） 

（協議の場の開催状況） 

・姶良市と伊佐市において，Ｈ29年９月から毎月１回開催（密着ＡＤ，相談支援事業所，ピアサポータ

ー，精神科病院，市町村，保健所，県庁障害福祉課が参加） 

・相談支援事業所から事業進捗状況について報告し，事業の進め方や課題等について具体的に検討 

（その他、具体的な取組内容） 

・突発的に発生した問題について，個別に広域ＡＤ・密着ＡＤに相談し，解決を図った。 

（退院支援を実施した者の人数）地域移行支援の個別給付申請６名，申請検討中４名（２月１日現在） 

（そのうち、退院した者の人数）０名（申請がＨ30年１月からのため，現時点ではなし） 

○ 姶良・伊佐圏域以外の１圏域において，ピアサポーター養成講座を実施 
○ 養成講座を実施した圏域内の指定一般相談支援事業所に委託し，ピアサポーターを活用した地域移行

支援事業を実施（地域移行支援の個別給付申請を推進） 
○ 県内の７障害保健福祉圏域において，「保健・医療・福祉関係者の協議の場」を定期的に開催し，圏

域内の長期入院精神障害者の地域移行に係る現状分析，目標値の設定及び具体策の検討を実施 
（密着ＡＤを派遣し，具体的にアドバイスすることで，課題の解決を図る） 

○ 事業実施圏域以外の圏域において，ピアサポーターを精神科病院に派遣し，体験談発表等を実施 
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栃木県 
支援事業に参加した成果 

 
 
支援事業に関する取組 

 
モデル圏域における具体的な取組 

 
モデル圏域における退院支援の状況 
 【県北障害保健福祉圏域】 【両毛障害保健福祉圏域】 
（退院支援を実施した者の人数） 18人 2人 

（そのうち、退院した者の人数） 1人 0人 

 
平成３０年度 取組方針 

 

○圏域内の全精神科病院から「地域の支援があれば退院可能な長期入院者」35名を抽出でき、市町・病

院・地域援助事業者が退院支援に取り組むための戦略策定に着手できた。 

○圏域の抱える課題の明確化、問題解決への具体的な検討が実施できた。 

（研修会の開催） 精神障害者地域移行・地域定着支援関係者研修①７/20参加者94名、②２/21予定 

（広域AD現地支援） 上記研修における講演、助言等、モデル圏域活動への具体的なアドバイス等 

（ そ の 他 ） 相談支援従事者専門コース別研修（地域移行・定着） 参加者16名 

         研修の企画、運営を行う地域移行ワーキンググループの開催 計５回 

【県北障害保健福祉圏域】 

（協議の場の開催状況） 

・圏域地域移行支援連絡会：圏域全体の戦略の確認と協議（12/14、参加者51名）【広域AD現地支援】 

・地区検討会：地域包括ケアシステムの検討（年間事業計画と評価）（５/19、３/７予定、参加者各19名） 

・情報交換会：個別事例検討（地域移行支援の活用促進、住まいの確保支援）、市町障害福祉計画と基盤

整備量の考え方等について（計３回、参加者延81名） 

（その他、具体的な取組内容） 

① 地域移行関係職員研修：病院・施設見学と意見交換による相互理解促進（計２回、参加者延42名） 

② ピアサポート及び家族支援の視点からの合同研修：地域移行者・家族・地域援助事業者等の交流に

より当事者の力を引き出す支援のイメージ形成を図る（計２回、参加者延54名） 

③ 地域援助事業者及び行政の定期的な病院訪問による地域移行支援の活用促進とネットワーク強化 

 

【両毛障害保健福祉圏域】 

（協議の場の開催状況） 

安足地区精神障害者地域生活支援ネットワーク会議等の開催のほか、１月18日にこれまで地域移行の

支給決定がない足利市内の関係者と検討会を開催。行政機関が医療機関と協力し地域移行に取り組む意

識の統一を図ると共に、支援対象事例について検討した。【広域AD現地支援】 

（その他、具体的な取組内容） 

・関係機関の意思統一を図る目的で研修会を開催予定（３月） 

・包括ケアシステムの構築について、医療機関への協力依頼及び市との話合いを予定 

○事例から学び、実践を積む（チーム支援で地域援助事業者をバックアップするしくみづくり） 
○市町障害福祉計画、県医療計画と連動させた退院支援（市町単位での目標設定） 
○住まいの確保支援の充実強化（自立支援協議会と居住支援協議会との連携） 
○課題の解決に向けた関係機関の連携強化 
○モデル圏域の取組を県全体で共有し、取組強化への検討 
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川崎市 
支援事業に参加した成果 
 
 
 
 
 
支援事業での取組 
 
 
 
 
 
モデル圏域における具体的な取組 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
モデル圏域における退院支援の状況 
 
 
 
平成３０年度 取組方針 
 

○研修会の開催  Ｈ３０年２月１日（木）１４:００～  生田病院 会議室 ５１人の参加 

○アドバイザー会議の開催 ２月１日までに８回開催 
○広域アドバイザーの役割 アドバイザー会議に出席し事業実施に向けた助言、研修会での講師 

○密着アドバイザーの役割 モデル地域での事業の企画・運営調整・支援実施 

○これまで精神障害者の地域移行・地域定着支援を実施してこなかった相談支援センターによる個別支

援を、密着アドバイザー（コーディネーター）とともに実施 
○精神科病院と地域関係機関の顔の見える関係づくりをめざし、「地域移行（退院）に向けた院内外プ

ログラム」について、共同した取組の検討を開始 
 
 

○モデル事業実施に向けた北部地区関係機関への事業説明、普及啓発（平成 29 年実施・計 15 回） 
 8 月 川崎市地域自立支援協議会精神障害者地域移行・地域定着支援部会（他 10・12 月・計３回） 
 9 月 精神科病院管理者等へ説明、北部メンタルヘルスネットワーク会議（他 12 月・計２回） 
10 月 精神科病院職員へ説明、多摩区相談支援センター連絡会、麻生区相談支援センター連絡会 

区役所障害者支援係長会議、市内相談支援センター・区役所合同連絡会 
11 月 多摩区地域生活支援センター、麻生区地域生活支援センター、区役所保護課職員 
12 月 多摩区自立支援協議会、麻生区自立支援協議会 

○精神科病院での地域移行支援対象者の選出との相談支援センターによる個別支援の実施 
○精神科病院での地域移行（退院）に向けた退院プログラムの検討 

○退院支援を実施した者の人数 ３人（Ｈ２９年１２月より支援開始） 

（うち、退院した者の人数  ０人） 

○引き続き構築支援事業を活用したモデル地区での取組の継続 
 ・コーディネーター（密着アドバイザー）バックアップによる、入院患者への個別支援を継続 
 ・精神科病院において「地域移行に向けた退院プログラム」を関係機関及びピアサポーター等と共同

で実施 
 ・研修会の開催（事業実施で得られた課題、今後の方向性の共有） 
 ・北部地区ネットワーク及び全市に向けた実施状況の情報発信 
○今後の南部・中部地区での展開に向けた戦略の検討 
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千葉市 
支援事業に参加した成果 
 
 
 
 
支援事業での取組 
 
 
 
 
 
 
 
モデル圏域における具体的な取組 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
モデル圏域における退院支援の状況 
 
 
 
 
平成３０年度 取組方針 

（研修会の開催） 

 ○各病院・事業所等個別の研修会 ６回   ○各病院・事業所等の見学会 ７回 

 ○全体での研修会  １回 

（広域 AD現地支援） 

 ○連携会議 ５回  事前打ち合わせ ５回 

 

 

○関係機関相互の意見交換や情報交換が活発になり、連携も大幅に深まった。 
○支援ネットワーク拡大の足掛かりを築くことができた。 
携会議 参加 る病院 相談支援事業所 地域活動支援 タ が相互連携 ながら 退院から連

 

 

 

（協議の場の開催状況） 

 ○連携会議 ５回 

（具体的な取組内容） 

 ○地域移行支援プログラムの実施（体験談、日中活動支援、生活体験の各プログラム １回ずつ） 

 ○地域移行支援等を啓発するための広報物の作成（中） 

 ○上記の地域移行支援プログラムおよび、各研修等の企画・運営 

（その他） 

 ○上記の取り組みについて、①長期入院解消を目指した仕掛けづくり ②地域包括ケアシステムの 

  基盤づくり に主眼を置いた２つの分科会に分け、相互に連携も図りながら活動した。 

（退院支援を実施した者の人数） ３１人 ※上記の地域移行支援各プログラム参加者の合計 

（そのうち、退院した者の人数） １３人 ※（同上） 

○今年度の取り組み内容を、さらに強化・発展させていく 
○地域移行支援に携わる、次世代リーダーの育成を図る 
○「協議の場」のあり方を検証し、さらに効果的な仕組みを構築する。 
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